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（１）令和６年５月に再開し１２月に一旦終了した高速長尺先進ボーリング調査に

ついて 

・令和６年５月に、県境まで５０１ｍ地点から高速長尺先進ボーリングを再開し、孔

口から５１１ｍ（県境から静岡県側１０ｍの地点）まで削孔しました（図 １）。 

・ボーリング調査の再開以降、地質の脆い区間（特に孔口から３７０ｍ付近）を何度

か通過し、削孔した後に孔が崩れることで削孔ロッドが拘束される状況が見られ、

また、ビット交換により引き抜いた後に孔詰まりが発生しました。 

・孔詰まり後も削孔を試みましたが、孔口から３７０ｍ付近よりも先には進まず、ま

た、それ以降も孔詰まりが解消しなかったことから、これ以上の調査継続は困難と

判断し、１２月６日をもってボーリング調査を一旦終了することとしました。（止

水作業は完了しております。） 

※以降、本ボーリングを「前回ボーリング」と記載します。 

 

 

図 １ 高速長尺先進ボーリングの進捗状況（令和６年５月～１２月） 

 

※断層②に関する調査結果は反映しておりません。 
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 １）これまでの調査に関する評価（地質、湧水） 

・これまでの調査を、掘削エネルギー値とスライム観察結果から評価します。（図 ２） 

 

図 ２ 掘削エネルギー値及び代表的な岩石片 
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・孔口から１３０～１６０ｍでは連続的に掘削エネルギー値が低くなっており、岩石

片の粒径が均一では無いため、脆い地質が続いているものと考えられます。特に、

孔口から１４５ｍ付近からはシルト質（泥状）の岩石片が排出されました。（図 ２

の写真Ｃ） 

・孔口から２００ｍ以降、引続き粘板岩及び砂岩粘板岩互層の地質が続きました。掘

削エネルギー値は３００～８００MN・m／m３の範囲で高低を繰り返しており、硬い

部分と軟らかい部分を繰り返す地質が続きましたが、孔口から３７０ｍ付近及び４

８０ｍ付近で掘削エネルギー値が３００MN・m／m３を下回る箇所があり、シルト質

（泥状）の岩石片が再度排出されました。（図 ２の写真Ｇ、Ｈ） 

・図 ２の掘削エネルギーグラフに着色した「調査前の断層②想定範囲」と比較する

と、軟弱な地質は断層想定範囲の前後、かついくつかの箇所に分かれて出現したこ

とが分かります。 

・次に、孔口湧水量については０．０００４～０．００１７ｍ３/秒で少ない状況が続

きました。また、１０ｍあたり湧水量については最大０．０００６６ｍ３/秒であり、

管理値である１０ｍあたり０．０５ｍ３/秒と比べて非常に小さい状況で推移しまし

た（図 ３）。 

   

図 ３ 孔口湧水量と１０ｍあたり湧水量 
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・なお、孔口から概ね３００ｍ以降は、３７０ｍ地点で一時的に増加が見られる他

は、φ１２０㎜ノンコアの削孔進捗が大きく伸びた分、図 ４のとおり、概ね削孔

延長に比例して湧水量が増加しています。 

 

図 ４ 削孔進捗における孔口湧水量 
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 ２）調査結果を踏まえた先進坑との平面的な位置関係について 

・前回ボーリングにおける掘削エネルギーの情報、及び先進坑の詳細な線形等を表現

した平面図が図 ５（※）です。ボーリングにおいて、掘削エネルギー値が連続して

低く、かつシルト質（泥状）の岩石片が排出された箇所は断層部である可能性が高

いと考えられ、その区間は、孔口から１４４ｍ～１７１ｍ（以下、区間①）及び孔

口から３７０ｍ～４０８ｍ（以下、区間②）です。 

※ノンコアボーリングである前回ボーリングの結果（スライム）のみでは、断層の方向性を視認できないため、

現時点では仮定のもと描画しております。 

・先進坑掘削段階では、区間①（断層Ａ(仮)）は概ね平行に投影した位置に、区間②

（断層②(仮)）はより西方、具体的には県境から山梨県側に５０ｍの地点よりも静

岡県側で出現し、県境を越えて数十ｍ先の地点まで同区間内を掘削することになる

と想定されます。 

 

図 ５ 平面図（前回ボーリングの結果とトンネル線形の対比） 

・今後、コア採取や先進坑掘削の際に切羽面に現れる岩盤の角度を確認することでこ

れらの情報に対する精度を高め、地質縦断図の更新を行ってまいります。 
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＜参考＞図５で断層位置を推定した根拠 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

・高速長尺先進ボーリング調査を実施した箇所付近の地表部では、図 ６より、地形

の特徴から、北西－南東走向の断層②及び南北走向の断層Ａの２つの断層が存在し

ていると想定されます。上記に対し、図 ７にて、高速長尺先進ボーリング結果か

ら推定されるトンネルの深さでの断層位置を表現しました。 

 

 

図 ６ 地表面の断層位置 

 

図 ７ 高速長尺先進ボーリング結果から推定されるトンネル深さでの断層位置 
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・また、図 ６及び図 ７における「地表面」と「トンネルの位置付近」の両断層位置

の関係性を立体的に表現したものが図 ８です。断層②は地形の特徴（リニアメン

ト）が断層Ａより明瞭であること、また、過去の地表踏査において確認された断層

露頭から、破砕帯を伴うと想定されるため、断層Ａは断層②によって切られるよう

な形で存在していると考えられますが、地中の地質構造に関しては高速長尺先進ボ

ーリングの調査結果のみによる推定は困難です。 

 

 

図 ８ 地表面とトンネルの位置付近の平面図の投影（イメージ） 

○区間①（「Ｃ」）について 

・区間①は掘削エネルギー値が低く、シルト質（泥状）に粘土分が含まれていたこ

と等から強い破砕影響を受けた地山であると考えられます。また、事前の地形判
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読により想定した断層Ａは地表から地中のトンネルの位置付近に至るまで、ほぼ

真っすぐの方向角（鉛直下向き）であると想定され、地表の断層Ａの位置と区間

①の位置関係も鉛直方向に概ね合致することから、区間①をトンネルの位置付近

で出現する断層Ａ(仮)と推定し着色しました。今後明確に断層が確認されるま

で、仮として名称設定します。 

 

○区間②（「Ｇ」）について 

・区間①と比較して更に掘削エネルギー値が低く、シルト質（泥状）に粘土分が多

く含まれ、削孔水の濁りも強かったことから、より強い破砕影響を受けた地山で

あると考えられます。また、断層②は地表地形の判読から断層①と同じく西北西-

東南東（Ｎ５０Ｗ８０）程度の方向角であると想定され、先進坑掘削において断

層①主部を確認した際に事前想定より西方で出現したことから、トンネル位置付

近の断層②の出現位置も前述のとおり西方にずれて出現する可能性が考えられま

す。区間①と区間②の間に連続した低エネルギー区間が無かったことから、区間

②をトンネル位置付近で出現する断層②(仮)と推定し着色しました。今後明確に

断層が確認されるまで、仮として名称設定します。 

 

○区間「Ｈ」について 

・区間①、区間②と同様に低エネルギーが連続し、シルト質（泥状）の岩石片が排

出されておりますが、孔口から５１１ｍ以降は削孔していないため、データに連

続性が無く、現時点では区間①及び区間②と同等の判断は困難です。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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 ３）成分分析等の水質測定結果 

・前回ボーリングにおける成分分析等測定のための採水は、孔口から２９６ｍ削孔し

た時点（※１）、及び孔口から５１１ｍ削孔した時点（※２）にて実施しました。特

に後者については広範囲の水の平均値となっている可能性が高いと考えます。 
※１：採水時のケーシング先端位置は孔口から２５９ｍであり、２５９ｍ～２９６ｍの区間の湧水を採水した

ものと想定されます。 

※２：採水時のケーシング先端位置は孔口から２５９ｍであり、２５９ｍ～５１１ｍの区間の湧水を採水した

ものと想定されますが、３７０ｍ付近が閉塞している可能性があり、その場合は２５９ｍ～３７０ｍの区間

の湧水が採水されたことになります。 

 

表 １ 成分分析等結果の整理 

 

 

・今回の結果については、静岡県内に賦存される地下水の特徴は確認されませんで

したが、改めて後述する県境手前まで先進坑の掘削を進めた際、県境付近で採水

して成分分析を行い、結果をご報告します。 
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（２）先進坑の掘削及び県境付近からの高速長尺先進ボーリングについて 

 １）今後の掘削及び調査の計画 

・１２月６日に調査を一旦終了した高速長尺先進ボーリングによって、山梨・静岡県

境から静岡県側１０ｍの地点までの湧水が管理値と比較して少ない状況等を把握

することができました。 

・これまでの広河原斜坑坑内で実施した高速長尺先進ボーリングと広河原斜坑掘削の

実績、並びに令和５年２月から開始した高速長尺先進ボーリングと先進坑掘削の実

績から、高速長尺先進ボーリングで予め湧水量が少ないことを確認した区間では、

トンネル切羽からの湧水も少ないことが分かっています。 

・以上を踏まえ、令和７年１月８日以降、先進坑掘削を再開し、地質及び湧水の更な

る確認を進めています。 

・掘削は県境付近まで進め、県境から一定の離隔を確保した手前の地点で停止します。 

・その後、県境付近より、県境を越えた静岡県内の高速長尺先進ボーリングを実施し

ます。 

・今後の先進坑掘削及び県境付近からの高速長尺先進ボーリングに関する手順を図  

９にお示しします。 

 

 

 

 

図 ９ 今後の掘削や調査の手順 

①先進坑を掘削し、県境付近手前で停止 

②先進坑より県境を越えて高速長尺先進ボーリング調査を実施 
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 ２）県境から山梨県側３００ｍ以内の先進坑掘削に関するリスク管理 

・１月８日に再開した先進坑の掘削については、３月２２日時点で、再開から９４ｍ

進み、県境から山梨県側３８４ｍに位置しています。湧水量は図 １０のとおり推

移しており、上記時点では０．０００４２ｍ３／秒です。 

・なお、先進坑の掘削位置（ｍ）、湧水量（ｍ３／秒）については、１週間毎に当社の

ホームページにて公表しております。 

 

図 １０ 先進坑の湧水量推移（３月２２日時点） 

・今後、県境から山梨県側３００ｍ以内の掘削にあたっては、前回ボーリング調査時

に同区間の湧水量は少なかったものの、万が一トンネル掘削時においてボーリング

調査時の傾向を大きく超える湧水が発生する場合等を想定して以下のとおりの管

理を実施します。 

・なお、前回ボーリングにおける『慎重に管理する県境に近い区間』で実施してきた

リスク管理の考え方を適用しています。（第１９回静岡県地質構造・水資源専門部

会での対話も踏まえ、山梨工区における県境から山梨県側に３００ｍ以内の掘削に

特化したリスク管理として実施します） 

 

（管理フロー） 

・掘削にあたっては、突発的な湧水発生の把握を主な目的として、湧水量の管理値を

定め、図 １１に示す管理フローに基づいてリスク管理を進めていきます。 
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図 １１ 管理フロー図 

（管理項目） 

・掘削中は、引き続き切羽後方の湧水量を常時計測し、変動や傾向を常に把握します。

また、湧水の水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）について、１日に一度を基本とした頻度で

計測します。なお、掘削において図 ２「Ｇ」「Ｈ」区間が確認された場合には、頻

度を上げて計測します。 

・また、水資源・生態系へのご懸念に配慮し、静岡県内で水資源・生態系の調査を行

っている沢のうち、断層帯に関連するスリバチ沢における流量、伝付峠付近に存在

する湧水、また田代観測井の水位の常時計測を実施します。以上のデータの確認は、



 

１５ 
 

１カ月に一度を基本として行います。 

・さらに、河川流量の計測も行います。田代ダム下流の地点では１カ月に一度を基本

とする頻度で測定（人による流量測定）を実施し、また千石の地点では１カ月に一

度を基本とする頻度で常時計測のデータ確認を行います。 

 

（報告の項目、方法、頻度） 

・切羽後方の湧水量、水温、水質の計測結果について、１回／日のデータとして取り

まとめの上、１週間に一度を基本として、静岡県や山梨県等にご報告します。極め

て破砕質の地質が見られた場合などは、その内容についても整理次第、ご報告しま

す。なお、前述の区間②や、「湧水量が１ｍあたり０.００８ｍ３／秒を超える場合」

には、頻度を上げて日毎に報告する他、湧水量、水質に関する何らかの異常等が見

られた場合は速報します。 

・また、スリバチ沢、伝付峠付近の湧水、田代観測井におけるデータは、確認の都度

速やかに静岡県に結果をご報告します。 
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 ３）県境付近から実施する高速長尺先進ボーリングに関するリスク管理 

・後述する先進坑の停止位置付近より、断層帯の調査を目的とした高速長尺先進ボー

リングを、県境を越えて静岡県内で実施しますが、そのリスク管理については前回

ボーリングにおいて『慎重に管理する県境に近い区間』で実施してきたリスク管理

の内容と同等とすることを基本とします。管理フロー図を図 １２に示します。 

 

 

図 １２ 県境付近（山梨県側）より実施する高速長尺先進ボーリングにおける調査

中の管理フロー 
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 ４）県境手前の先進坑の掘削停止位置 

・先進坑の掘削停止位置については、静岡県内からの湧水流出を防ぐことを考慮して、

一定の離隔を確保します。 

・図 １３のとおり、断層②は県境から山梨県側に５０ｍの地点より手前で出現の可

能性があることも踏まえ、念のためさらに山梨県側に離隔を確保し、『県境から山

梨県側に６０ｍ付近』まで、一旦掘削を進めることとします。 

 ※なお、先進坑での断層②出現位置はあくまでも現時点で得られている情報からの想定ですので、例えば県境

手前６０ｍよりもさらに静岡県側で出現した場合等は静岡県等と情報共有しつつ、一旦停止位置の妥当性を

確認します。 

・その後、前方探査（コア採取）を行い、地質や湧水の状況によってはさらに前方に

掘削を進めます。 

・また、湧水に関しては、これまでに得られた水量・水質、透水係数、化学的な成分

分析の結果等からも、健全な水循環に影響を与えないという観点で県境から確保す

べき離隔について、専門部会委員のご意見を踏まえて検討します。 

・さらに、静岡県内の高速長尺先進ボーリングを進めた後に恒久的な止水を行う観点

で、県境から確保すべき離隔についても検討します。 

 

 

図 １３ 平面図（県境手前停止位置及び前方探査イメージ、区間①に対する調査） 

 


